































































































































































































































































































































































（ 3 ）栗原輝雄『特別支援教育臨床をどうすすめていくか ― 学校臨床心理学
の新たな課題 ― 』ナカニシヤ出版，2007，pp.12-16
（ 4 ）系賀一雄『福祉の思想』日本放送出版協会，1968，pp.173-179
（ 5 ）津守真『子どもの世界をどう見るか ― 行為とその意味 ― 』日本放送出
版協会，1987，pp.113-115
（ 6 ）上田敏『ICF（国際生活機能分類）の理解と活用 ― 人が「生きること」
「生きることの困難（障害）」をどうとらえるか ― 』きょうされん，2005，
pp.15-28









































































































書の中で記している．（吉野弘『詩の楽しみ ― 作詩教室 ― 』（岩波ジュ
ニア新書52）岩波書店，1982，pp.170-189）この吉野氏の所論に筆者
は大変共感を覚えている．筆者自身も同様の体験を数多く持っているか
らである．また，「文字の形や綴り」はもちろんであるが，その言葉の
語源（ルーツ）あるいは「言葉の意味のふえ方」をたどってみることの
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大切さ（吉野弘『同上書』pp.31-40）は筆者自身も常々感じさせられ
ており，多くの気づきを与えられている．本文中にも記したように，「向
き合う」，「まみえる」等についてはこうしたことを通して多くの示唆と
気づきとを与えられたところである．
（注 4 ）「まみえる」という言葉（関係）は「向き合う」ということについて
考えるさい，もっとも重要なキーワードになると筆者は考えている．「ま
みえる」ということについては，すでに発表した論文（栗原輝雄「『臨床』
という言葉の意味に関する一考察」皇學館大学教育学部研究報告集第 6
号，2014，pp.51-77）の中で詳述した．参照していただければ幸いで
ある．ここでの引用部分はそのp.61からのものである．
（注 5 ）増井（1997）は「フォーカッシングの臨床的適応」という題の論文（こ
ころの科学74, 1997, pp.49・53）の中で，クライエントは「治療者の『耳』」
によって「自分のこころを聞こうとする」と述べ，「治療者の『耳』」の
重要性を指摘している．このことは教育・発達支援について考えていく
上でも大切なことを示唆してくれていると思われる．すなわち，教育・
発達支援において教師・支援者が子ども自身の「心の奥深く」にあるも
のを「感じ取らせてもらう」ためには，教師・支援者の「耳」が大切で
あり，この「耳」がその働きを増すことによって，子どもは自身の「心
の奥深く」にあるものをよりはっきりと知ることができるようになり，
結果的に，子どもはそれを教師・支援者によりいっそう伝えやすくなる
ということであろう．
（注 6 ）教師・支援者の子どもに対する向き合い方（態度）の重要性について
は，教育臨床の観点から近藤（1997）（近藤邦夫「クライエント中心療
法と教育臨床」，こころの科学74，1997,pp.64-68）も指摘していると
ころである．
障害のある子どもの教育・発達支援に携わる人々に求められる「向き合う姿勢」についての一考察（Ⅱ）
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